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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月2日(2020.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定条件が成立したことに伴い、遊技者に有益となる特別遊技の抽選を行う遊技制御手
段と、
　前記遊技制御手段が行う制御に関する設定値を設定または確認するために操作される設
定操作手段と、
　を備える遊技機であって、
　前記遊技制御手段は、
　遊技に関連する情報を電源遮断中でも保持可能な記憶手段を備え、
　前記遊技機への電源投入時に実行される電源投入時処理と、所定の周期毎に実行される
定期処理とを実行し、
　前記設定操作手段が操作された状態で前記遊技機への電源が投入された場合に、前記電
源投入時処理において、前記設定操作手段の操作状態に応じて、第１状態または前記第１
状態とは異なる第２状態に対応する処理を実行し、
　前記記憶手段は、少なくとも前記電源投入時処理において、前記設定操作手段の操作状
態に応じて、前記第１状態または前記第２状態に対応する処理で設定される値が記憶され
る設定状態管理領域を含むことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１の遊技機であって、
　前記第１状態は、前記設定値を変更可能な設定変更状態であり、
　前記第２状態は、前記設定値を変更不能な設定確認状態である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、所定条件が成立したことに伴い、遊技者に有益となる特別遊技の抽選を行う
遊技制御手段と、前記遊技制御手段が行う制御に関する設定値を設定または確認するため
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に操作される設定操作手段と、を備える遊技機であって、前記遊技制御手段は、遊技に関
連する情報を電源遮断中でも保持可能な記憶手段を備え、前記遊技機への電源投入時に実
行される電源投入時処理と、所定の周期毎に実行される定期処理とを実行し、前記設定操
作手段が操作された状態で前記遊技機への電源が投入された場合に、前記電源投入時処理
において、前記設定操作手段の操作状態に応じて、第１状態または前記第１状態とは異な
る第２状態に対応する処理を実行し、前記記憶手段は、少なくとも前記電源投入時処理に
おいて、前記設定操作手段の操作状態に応じて、前記第１状態または前記第２状態に対応
する処理で設定される値が記憶される設定状態管理領域を含むことを特徴とする遊技機（
例えば、段落１１５３～段落２００４、図１２９～図２１２などを参照）。
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